
























































































































































































































































写真4 オブジェパネルの製作作業（実習教室内） 写真5 オブジェパネルの据え付け（連結木枠に自立）
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る。各パネルの接合は裏面で幅広のテープで止める簡易
な仕様としたが，強度上も問題はなく設営方法も簡単
で，設営・撤去に要した時間は各約60分程度であった。
壁面彫刻から約30㎝離して，オブジェパネルの台座を
並べその上にパネルを据え付けた（写真5）。
Ⅳ．オブジェへの映像投影
映像製作は学生チームが担い，北翔大学から2チー
ム，北海道情報大学から4チームが参加して計6作品が
製作された。各日4回，2日間で計8回上映され，各回
とも多くの来場者があった（写真7）。
学生が製作したプロジェクションマッピング用の映像
作品は，札幌のビル群や森や自然の風景，幾何学模様，
カラフルなグラフィック表現，ゲーム画面（テトリ
ス），北海道新幹線が走る様子，音楽と連動した過剰な
テクノ表現，商業施設パセオのPR広告風映像などな
ど，筆者の予想を超える様々な映像が，大型オブジェと
テラコッタの彫刻壁面に映し出された（写真8）。
Ⅴ．ま と め
本研究では，JR札幌駅地下1階の商業施設パセオセ
ンター「テルヌミス広場」で開催されたプロジェクショ
ンマッピングイベントで使用するために製作した映像投
影用の大型オブジェのデザイン過程とその製作方法及び
投影映像について述べてきた。
映像投影用のオブジェのデザイン過程では，3DCG
を活用しデザインシミュレーションを繰り返しながら，
関係者の合意を形成していく手法の有効性を感じた。特
に，投影用オブジェの大まかなサイズやデザインの基本
方針検討のためのたたき台CGは，関係者の意思決定過
程に有効であった。また，3DCGデータの精度を高く
していたことから，製作用CAD図の作図もスムーズに
行えた。
投影用大型オブジェのデザインは，できるだけ多様な
写真7 イベント会場での様子
写真6 オブジェパネルの連結（14枚のパネルを裏面でつなぐ）
写真8 大型オブジェに投影された各学生チームの作品
集客イベントで使用するプロジェクションマッピング用大型オブジェの造形デザインと製作手法に関する実践研究
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映像表現が生み出されるようにオブジェ形状を決めた。
見方によっては，自然物，人工物，都市景観，機械部
品，工業製品，グラフィックパターンなどなど，様々な
ものに見立てることが可能であり，かつ，彫刻作品「テ
ラコッタの森」との親和性とオブジェとしての自立性が
あるものを意図したものであった。改善の余地もあった
であろうが，概ねそれらを満たすものであったと思う。
註釈：
本研究と関連する報告に「CAD・CGデータを活用し
たプロジェクションマッピング用大型建築模型の製作方
法について」，小室晴陽，北翔大学北方圏学術情報セン
ター年報Vol6，2014．9がある。
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